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現
在
の
最
大
野
党
で
あ
る
立
憲
民
主
党

は
、
国
民
民
主
党
か
ら
転
籍
し
た
議
員
を

入
れ
て
、
衆
議
院
で
１
１
０
名
（
全
衆
議

院
議
員
の
24
％
）、
参
議
院
で
44
名
（
全

参
議
院
議
員
の
14
％
）
を
擁
し
て
い
る
の

に
、
マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
で
の
支
持
率

は
二
桁
に
達
し
た
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
、

一
桁
台
で
低
迷
し
て
き
た
。

　

自
民
党
の
菅
政
権
の
支
持
率
低
迷
で

「
十
分
に
政
権
交
代
の
可
能
性
が
あ
る
」

（
立
憲
民
主
党
代
表
の
枝
野
幸
男
）
と
の

期
待
が
出
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
菅
首
相
の

退
陣
で
自
民
党
の
支
持
率
は
急
速
に
回
復

し
、
野
党
全
体
の
支
持
率
を
合
計
し
て
も

自
民
党
の
支
持
率
に
及
ば
な
い
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
に
低
い
の
か
。

　

主
因
は
、
旧
民
主
党
政
権
が
選
挙
公
約

を
破
棄
し
て
国
民
を
騙
し
た
か
ら
だ
。

　

小
泉
構
造
改
革
に
よ
る
新
自
由
主
義
政

策
で
貧
し
く
な
っ
た
国
民
は
、「
生
活
が

第
一
」
と
い
う
反
新
自
由
主
義
的
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
賛
成
し
て
民
主
党
政
権
を
選
ん
だ

の
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
政
権
は
、「
4
年

間
消
費
税
を
上
げ
な
い
」
と
国
民
に
約
束

し
た
の
に
10
％
へ
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
デ

フ
レ
の
元
凶
で
あ
る
基
礎
的
財
政
収
支
均

衡
策
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
、
Ｐ

Ｂ
を
10
年
で
均
衡
さ
せ
る
）
を
決
定
し
て

デ
フ
レ
を
進
め
、
雇
用
機
会
の
減
少
と
賃

金
低
下
を
招
き
、
格
差
を
拡
大
し
た
こ
と

を
国
民
が
覚
え
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
二

つ
の
政
策
を
強
行
し
た
の
は
、
国
民
が
選

ん
だ
「
鳩
山
由
紀
夫
と
小
沢
一
郎
の
民
主

党
」
で
は
な
く
、
菅
直
人
と
野
田
佳
彦
の

両
首
相
で
あ
り
、
国
民
を
騙
し
た
こ
の
二

人
が
い
ま
で
も
立
憲
民
主
党
の
首
脳
に
座

っ
て
い
る
。
国
民
は
騙
さ
れ
た
政
党
に
一

票
を
入
れ
る
ほ
ど
愚
か
で
は
な
い
。
立
憲

民
主
党
が
政
権
を
奪
還
し
た
い
な
ら
、
ま

ず
、
国
民
に
謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

当
時
の
状
況
を
顧
み
る
と
、

　

２
０
０
９
年
8
月
の
衆
議
院
議
員
総
選

挙
で
は
、
民
主
党
代
表
の
鳩
山
由
紀
夫
と

幹
事
長
の
小
沢
一
郎
が
「
生
活
が
第
一
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
大
勝
し
、
政
権

交
代
が
実
現
し
た
。「
生
活
が
第
一
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
趣
旨
は
、
小
泉
構
造

改
革
と
い
う
美
名
の
も
と
で
進
め
ら
れ
た

新
自
由
主
義
政
策
（
緊
縮
財
政
に
よ
る
デ

フ
レ
政
策
、
内
需
抑
制
、
労
働
法
改
悪
に

よ
る
非
正
規
社
員
の
増
加
な
ど
）
で
国
民

は
年
々
貧
し
く
な
り
、
こ
れ
を
改
善
し
た

い
と
い
う
願
い
が
あ
り
、
こ
れ
を
第
一
に

し
て
く
れ
る
政
党
を
選
ん
だ
の
だ
。
そ
の

根
幹
に
な
る
の
が
、「
消
費
税
を
上
げ
な

い
」
と
い
う
公
約
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
鳩
山
小
沢
政
権
は
、
安
全
保

障
問
題
で
米
国
と
折
り
合
い
が
悪
く
、
２

０
１
０
年
５
月
に
崩
壊
し
た
。
６
月
に
菅

直
人
が
首
相
に
な
る
と
、
７
月
の
参
議
院

選
挙
を
前
に
し
て
「
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
た
い
」
と
発
言
し
て
国
民
を
裏
切

り
、
民
主
党
は
参
議
院
選
挙
で
は
過
半
数

を
失
い
、
菅
政
権
は
何
も
で
き
ず
に
２
０

１
１
年
９
月
に
退
陣
し
た
。

　

こ
の
後
を
継
い
だ
野
田
佳
彦
首
相
は
、

消
費
税
を
10
％
へ
引
き
上
げ
る
と
同
時
に

法
人
税
を
30
％
か
ら
25
％
へ
引
き
下
げ
る

案
を
出
し
て
自
民
党
と
公
明
党
に
協
力
を

求
め
た
。
こ
の
案
を
実
行
す
れ
ば
、
消
費

税
を
引
き
上
げ
た
分
を
大
企
業
に
献
上
す

る
こ
と
に
な
り
、「
消
費
税
を
上
げ
な
い
」

と
い
う
選
挙
公
約
で
民
主
党
を
選
ん
だ
国

民
を
「
騙
し
た
上
に
敵
に
塩
を
送
る
」
と

い
う
背
信
行
為
で
あ
っ
た
。
国
民
は
こ
の

裏
切
り
を
忘
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
鳩
山
首
相
は
「
デ
フ
レ
の
元

凶
は
小
泉
首
相
が
導
入
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
10
年
で
均
衡
さ
せ
る
と

い
う
政
策
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
立
ち
、

２
０
０
９
年
９
月
の
鳩
山
内
閣
の
初
の
閣

議
で
、「
10
年
間
で
Ｐ
Ｂ
を
均
衡
さ
せ
る
」

と
い
う
財
務
省
の
要
求
を
閣
議
決
定
す
る

こ
と
を
拒
否
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
０
１
０

年
６
月
に
首
相
に
就
任
し
た
菅
直
人
は
、

最
初
の
閣
議
で
財
務
省
の
要
求
を
受
け
入

れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
、
デ
フ
レ
は

一
段
と
進
み
、
雇
用
機
会
が
減
り
、
２
０

１
０
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
デ
フ

レ
の
指
標
）
は
マ
イ
ナ
ス
年
１
・
７
％
に

な
り
、
21
世
紀
最
大
の
デ
フ
レ
率
を
示
し

た
（
内
閣
府
統
計
）。
旧
民
主
党
は
所
得

格
差
を
拡
大
し
た
小
泉
首
相
の
労
働
法
改

悪
の
改
正
案
を
作
成
し
た
が
、
参
議
院
が

ね
じ
れ
た
た
め
に
実
現
で
き
ず
、
格
差
は

拡
大
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
枝
野
代
表
は
、「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
は
失
敗
だ
っ
た
、
消
費
税
増
税

で
消
費
の
腰
を
折
っ
た
」「（
消
費
税
増
税

は
旧
民
主
党
の
提
案
だ
っ
た
と
の
批
判
に

は
）
経
済
情
勢
を
考
え
れ
ば
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
と
弁
明
し
て
い
る
。

し
か
し
旧
民
主
党
の
政
策
で
デ
フ
レ
が
進

み
、
所
得
が
減
っ
た
の
だ
。
枝
野
代
表
の

認
識
に
は
「
旧
民
主
党
の
政
策
が
国
民
を

裏
切
っ
た
」
こ
と
へ
の
反
省
が
な
い
。

　

枝
野
代
表
が
政
権
奪
回
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
国
民
に
謝
罪
し
、
新
た
な
政
策

で
国
民
に
向
き
合
お
う
と
す
る
政
治
姿
勢

が
望
ま
れ
よ
う
。
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